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今
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
、
８
月

１７
日
か
ら

２８
日
に
か
け
、
選
考
試
験
を
突
破
し
た
生
徒

１２
人
を
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下「
Ｎ
Ｚ
」）に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣

団
は
、
佐
賀
中
学
校
か
ら
５
人
、
大
方
中
学
校
か
ら
７
人

の
生
徒
と
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
人
、
両
中
学
校
か
ら
１

人
ず
つ
、
元
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
ヴ
リ
ル
の
合
計

１６
人
で
す
。

　
行
程
は
、
６
泊
７
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
、
そ
の
前
後

に
ロ
ト
ル
ア
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
市
内
観
光
を
盛
り
込
ん

だ
１２
日
間
で
す
。

　
本
事
業
の
主
要
と
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
長
年
交
流

の
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
の
生
徒
の
お
宅
に
１

人
ず
つ
ス
テ
イ
さ
せ
て
も
ら
い
、
学
校
に
通
い
な
が
ら
、

英
語
や
生
活
習
慣
な
ど
、
異
国
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と
で

交
流
を
深
め
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
中
学
校
は
、
現
在

２７
カ
国
か
ら
の
生
徒
約
７
７
０

人
と
教
職
員

６８
人
が
在
籍
し
て
お
り
、
広
々
と
し
た
芝
生

の
校
庭
と
平
屋
の
教
室
が
立
ち
並
ぶ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

落
ち
着
い
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
異
国
文
化
の
学
習
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
ま
れ

て
お
り
、
全
校
集
会
で
そ
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
と
い

う
時
間
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
文
化
に
触
れ
合
っ
て
い
る
せ
い
か
、
私
た
ち
が
加
わ

っ
て
も
必
要
以
上
に
特
別
扱
い
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、

気
軽
に
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
比
較
的
学
校

に
溶
け
込
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
の
学
校
に
は
な
い
１
番
の
特
徴
と
い
え
ば
、
マ
オ

リ
式
の
歓
迎
の
儀
式
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
敷
地
内
に
は

先
住
民
マ
オ
リ
族
の
集
会
所
を
か
た
ど
っ
た
建
物
が
あ
り
、

伝
統
的
な
踊
り
や
歌
で
建
物
内
は
神
聖
な
空
気
に
つ
つ
ま
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クラスメイトと ホストファミリーと教室も日本とは違います 芝生の校庭でサ
ッカー

　
い
よ
い
よ
出
発
の
日
で
す
。
壮
行
式

で
は
、生
徒
代
表
の
浜
中
音
乃
さ
ん
が

決
意
表
明
を
述
べ
、気
持
ち
を
引
き
締

め
ま
し
た
。
高
知
龍
馬
空
港
か
ら
羽
田

空
港
を
経
由
し
、成
田
空
港
か
ら
１１
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
。
明
日
の
朝
は
Ｎ
Ｚ
で
す
！

17
日（
日
）Ｎ
Ｚ
へ
出
発

　
朝
８
時
１５
分
、定
刻
通
り
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空

港
に
到
着
し
ま
し
た
。
早
速
、空
港
内
で
Ｎ
Ｚ
ド

ル
に
換
金
。
キ
ウ
イ（
Ｎ
Ｚ
の
国
鳥
）の
絵
柄
が

入
っ
た
硬
貨
は
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い

で
す
。

　
専
用
バ
ス
で
ロ
ト
ル
ア
市
に
移
動
し
、レ
イ
ン

ボ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
巨
大
な
マ
ス
や
２０
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
き
な
シ
ダ
、キ
ア
と
い
う
オ
ウ

ム
科
の
鳥
な
ど
、Ｎ
Ｚ
に
し
か
生
育
し
な
い
め
ず

ら
し
い
動
植
物
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、マ

オ
リ
村
で
は
、先
住
民
マ
オ
リ
族
の
暮
ら
し
を
再

現
し
た
集
落
や
、岩
の
間
か
ら
吹
き
上
が
る
間

欠
泉
を
見
学
し
ま
し
た
。

18
日（
月
）ロ
ト
ル
ア
観
光

　
午
前
中
、全
校
生
徒
に
よ
る
異
国
文
化
の
学

習
発
表
会
が
あ
り
、生
徒
た
ち
は
黒
潮
町
と
い

う
よ
り
日
本
代
表
と
し
て
参
加
。
派
遣
団
は
黒

潮
町
の
紹
介（
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
）と
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。７
０
０
名
を
超

え
る
全
校
生
徒
の
前
で
も
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、引
率
者
か
ら
は
下
村
先
生
が
得
意
の

英
語
で
運
動
会（
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 
ｄ
ａ
ｙ
）の
紹
介

に
挑
戦
。「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
や
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
」
な
ど
の
映
像
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま

し
た
が
、時
折
「
お
ぉ
ー
！
」
と
い
う
歓
声
も
上
が

り
、と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
様
子
で
し
た
。

21
日（
木
）学
校
訪
問
２
日
目

　
朝
、生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
一
緒
に
元
気
に
登
校
し
て
き
ま
し
た
。

も
う
打
ち
解
け
て
い
る
様
子
で
す
。

　
学
校
訪
問
初
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

マ
オ
リ
式
の
歓
迎
の
儀
式
に
参
加
し
ま

し
た
。
ホ
ン
ギ
と
呼
ば
れ
る
マ
オ
リ
の
あ

い
さ
つ
は
、鼻
と
鼻
を
く
っ
つ
け
る
こ
と

で
、お
互
い
の
呼
吸
を
一
つ
に
す
る
と
い

う
意
味
が
あ
り
、初
対
面
の
人
を
受
け

入
れ
る
親
交
の
証
だ
そ
う
で
す
。

20
日（
水
）学
校
訪
問
１
日
目

　
午
後
、ハ
ミ
ル
ト
ン
市
に
あ
る
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
に
到
着
。
現
地
の

生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
、

こ
の
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り

ま
す
。
み
ん
な
緊
張
気
味
の
表
情
で
心

配
で
す
。

19
日（
火
）ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始
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れ
ま
す
。

　
３
日
間
の
学
校
訪
問
で
は
、
生
徒
は
２
人
ず
つ
ク
ラ
ス

に
振
り
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
授
業
に
臨
み
ま

し
た
。
教
科
は
体
育
で
あ
っ
た
り
数
学
で
あ
っ
た
り
さ
ま

ざ
ま
で
、
生
徒
に
よ
っ
て
は
途
中
参
加
し
に
く
い
教
科
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
み
ん
な
理
解
し
よ
う
と
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
中
に
土
日
を
挟
む
こ
と

か
ら
、
引
率
者
や
他
の
生
徒
か
ら
離
れ
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
す
時
間
が
２
日
間
あ
る
日
程
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
語
に
頼
ら
な
い
時
間
が
例
年
よ
り
長
く
な
り

引
率
者
と
し
て
は
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、
生
徒
に
と
っ

て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
再
会
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
ま
だ
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
」「
ま
た
会
い
に
来
た
い
」

と
い
う
声
と
と
も
に
、
家
族
と
過
ご
し
た
思
い
出
話
を
た

く
さ
ん
し
て
く
れ
、
頼
も
し
く
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
他
に
も
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
観
光

や
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
森
林
公
園
を
訪
れ
た

り
、
Ｎ
Ｚ
ド
ル
を
使
っ
て
買
い
物
を
し
た
り
と
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
私
自
身
が
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず

Ｎ
Ｚ
で
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
の
親
切
さ
や
温
か
さ
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
を
優
し
く

迎
え
て
く
れ
、
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
る
姿
か
ら
は
多
く
の
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
、
今
後
の
業
務
や
自
分
自

身
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
引
率
者
・
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
　
渡
辺
健
心
）

※
関
連
記
事
２５
ペ
ー
ジ

　
こ
の
日
は
ア
ン
セ
ン
ブ
リ
ー
と
呼
ば

れ
る
集
会
に
参
加
。
毎
週
月
曜
日
と
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
る
全
校
集
会
で
、

連
絡
事
項
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
表
彰
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
演
奏
も
あ
り
、と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
集
会
の
終
わ
り
に
は
、黒

潮
町
派
遣
団
の
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
も

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

22
日（
金
）学
校
訪
問
３
日
目

　
こ
の
日
は
１
日
中
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
観

光
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、

南
半
球
で
１
番
高
い
電
波
塔
、ス
カ
イ
タ

ワ
ー
へ
。
地
上
２
２
０
メ
ー
ト
ル
の
ス
カ

イ
デ
ッ
キ
か
ら
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内

が
一
望
で
き
、ガ
ラ
ス
張
り
の
床
か
ら
は

ス
リ
ル
あ
る
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
続
い
て
訪
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
博
物

館
に
は
、Ｎ
Ｚ
の
自
然
や
歴
史
、戦
争
な

ど
が
テ
ー
マ
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

戦
争
を
介
し
た
日
本
と
の
関
わ
り
の
展

示
室
も
あ
り
ま
す
。
内
容
が
濃
く
、じ
っ

く
り
見
る
に
は
１
日
で
も
足
ら
な
い
く

ら
い
で
す
。

26
日（
火
）Ｎ
Ｚ
の
自
然
や
歴
史
を
学
ぶ

　
早
朝
の
飛
行
機
に
乗
る
た
め
、５
時

３０
分
に
は
ホ
テ
ル
を
出
発
。
日
本
に
到

着
す
る
の
は
夕
方
で
す
。

27
日（
水
）久
し
振
り
の
日
本
へ

　
朝
、生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
見
送

ら
れ
、専
用
バ
ス
に
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
向
け
出

発
で
す
。
み
ん
な
別
れ
を
惜
し
み
号
泣
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
移
動
と
観
光
が
メ
イ
ン
。
ま
ず
、ワ

イ
タ
ケ
レ
森
林
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
壮
大

な
原
生
林
が
広
が
っ
て
お
り
、シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー

ン（
シ
ダ
の
一
種
）を
は
じ
め
Ｎ
Ｚ
特
有
の
動
植
物

が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
に
入
る
と
、こ
れ
ま
で
の

原
生
林
や
大
草
原
か
ら
一
転
し
て
の
大
都
会
に
、

気
分
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。お
し
ゃ
れ
な
海

辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス

の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

25
日（
月
）涙
の
お
別
れ

　
成
田
空
港
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
派
遣
団

は
、羽
田
空
港
へ
移
動
し
高
知
龍
馬
空
港
へ
。
町

の
バ
ス
に
揺
ら
れ
、黒
潮
町
に
無
事
到
着
し
ま

し
た
。
副
代
表
の
池
田
愛
果
さ
ん
に
よ
る
感
謝

の
言
葉
で
、研
修
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

28
日（
木
）楽
し
か
っ
た
12
日
間

　
週
末
、生
徒
た
ち
は
引
率
者
や
他
の
生
徒
と

離
れ
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
自
由
行
動
。コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の
英
語
力
だ
け
が
頼
り

で
す
。

　
引
率
者
の
心
配
を
よ
そ
に
、牧
場
に
行
っ
た
り

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
と
、思
い
思
い
に
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
中
に
は
、冬
な
の
に
海
に
飛
び

込
ん
で
遊
ん
だ
生
徒
も
い
ま
し
た
。

23
日（
土
）〜
24
日（
日
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
週
末
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ホストファミリー
と英語で黒潮町を紹介 ＮＺの自然と文化を体験大好きなアヴリ

ルと
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「ＮＺ研修をして思うこと」大方中学校３年　澤田　萌花
　私が感じたことは、日本とＮＺでは文化も考え方
も違うと思いました。でも、日本に似ているところ
もあって、あっという間に慣れることができました。
　私が特に研修に行ってよかったと思ったことは、
ホームステイをした１週間です。ホームステイ先の
家族はとても優しかったです。英語もあまり通じな
いのにいつも分かるまで待ってくれました。またホ
ームステイをしに行ってみたいです。
　ＮＺの学校には３日間通いました。日本とは違う
ところばかりでした。モーニングティータイムとい
うお菓子を食べる時間があったりして、日本とは違
ったおもしろさがありました。もっといたいと思う
ほど楽しかったです。
　この派遣事業を経験して、もっと英語が好きにな
りました。外国にも前より興味がわきました。また
ＮＺに行きたいです。

「ＮＺで学んだこと」 大方中学校３年　曽根　明香里
　私は、ＮＺでたくさんのことを学びました。週末は、
ホストファミリーと一緒に出かけました。
　日曜日は海に行きました。平日なら、学校で派遣
団のみんなに会えるけど、１日中ずっと英語なので
不安でした。まず、昼食を買って浜で食べ、ホスト
ファミリーとサッカーをして遊びました。ホストフ
ァミリーは、私が英語をきちんと話せなくても、す
ぐに分かってくれました。遊びに行ったときも、す
ごく楽しめました。いつも気にかけてくれて、「アカ
リ、ＯＫ！」と聞いてくれました。ホストファミリ
ーとお別れするときは寂しかったです。
　今回、ＮＺでホームステイなどたくさんの貴重な
経験ができました。不安もあったけど、たくさんの
ことを学べたし、楽しかったです。

「ホームステイ。そしてＮＺ」大方中学校３年　野村　朋矢
　ＮＺでは、たくさんのことを学んだ。その中でも
一番はやはり、ホームステイだった。
　僕を受け入れてくれたベリー家のアニー、ケイラ
ン、トム、デクランは、とても優しかった。ホーム
ステイでの６日間は、人生の中の大きな宝物となっ
た。感謝の気持ちでいっぱいだった。言葉の壁を越
えて、ベリー家の１人ひとりの特徴を知れた。母・
アニーはとても料理上手でデザイナー。とても優し
い。父・ケイランは誠実でよく笑う。数々の物のデ
ザインを手掛けた優秀デザイナー。とても優しい。兄・
トムはクールで気が利く。バスケットボールプレイ
ヤーでとても優しい。弟・デクランは笑顔がかわい
く日本が好き。陽気で明るくとても優しく、とても
いいキャラクターだ。とにかく、皆優しいベリー家
だった。
　別れはとても辛かった。でも、この出来事を忘れ
ず、大切にして、これから生きて行きたい。ＮＺに
行って良かった。

「ＮＺ研修へ行って…」大方中学校３年　平林　呼由
　ＮＺ研修でさまざまな体験をしましたが、特に心
に残っているのはホームステイです。最初の日から
とても温かく迎えてくれて、私が来たことを喜んで
くれました。
　まず初めに驚いたことは、家の中に普通に靴で入
ることです。日本のように玄関で靴を脱ぐ習慣はあ
りませんでした。
　私がとても不安だったことは、ホストファミリー
と会話ができるのかということです。でも、ホスト
ファミリーは単語でゆっくり話してくれました。私
も自分で調べたり、紙に書いたり、ジェスチャーで
表現したりと積極的に話しかけました。もっと英語
が話せるようになりたいと思いました。
　私はＮＺへ行って視野が広がりました。文化の違
いなどを実際に体験することができ、黒潮町の中学
生で本当に良かったです。これからもいろんな国へ
行って、さまざまなことにチャレンジしていきたい
です。

「ＮＺ研修を体験して」大方中学校３年　宮地　　光
　私は最初は、ホームステイ先でちゃんとしゃべれ
るかな、ちゃんと聞き取れるかなといろいろ不安で
した。
　でもホームステイ先の人も学校の生徒もみんなす
ごく優しくて、ゆっくりしゃべってくれたりして、
そんな不安はすぐに無くなりました。学校ではクラ
スの子たちがＮＺの鳥や動物などの名前とかを教え
てくれました。ホームステイ先では、日曜日にはキ
ウイハウスという所に連れて行ってくれて、ＮＺの
鳥やキウイバードも見ることができました。他にも
牧場とかにも連れていってくれました。すごいたく
さんのＮＺの鳥が見れて楽しかったです。
　今回のＮＺ研修では、あまり自分からしゃべりか
けたりすることができなかったので、これからもっ
ともっと英語の勉強をして、ホームステイ先の子た
ちといつか会って話したいです。

「第二の故郷」        　大方中学校３年　本山　百花
　私はＮＺで約１週間のホームステイをしました。初
めは夜も眠れないほど不安でした。しかし、そんな
不安もすぐに無くなりました。ＮＺの人たちは温か
く私たちを迎え入れてくれて、何よりもすごく優し
かったです。ホームステイ先の家族は、初対面の私
に家族のように接してくれたり、私が聞き取れるよ
うにゆっくりと話しかけてくれました。休日には旅
行にも連れて行ってくれて、毎日、おいしい手料理
も作ってくれて本当に感謝でいっぱいでした。私は
ＮＺが大好きになりました。ＮＺの人たちの温かさ、
とても豊かな自然、誰にでもフレンドリーに接して
くれるところ、伝えきれないほどいい所がありすぎ
てびっくりしています。本当にＮＺに行けて良かっ
たです。私の一生の思い出になりました。いつか、
もっと英語が話せるようになって家族に会いに行き
たいです。
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「NZで学んだこと」　佐賀中学校３年　小橋　充幹
　ＮＺでたくさんのことを学べました。学校生活、生
活習慣、言語などたくさんのことが日本と違ってい
ました。初めはとてもストレスが溜まるものでした。
　でも、だんだん慣れてきて、学校生活など楽しす
ぎて帰りたくないほどでした。みんな優しいし、と
てもフレンドリーです。初めはみんながフレンドリ
ーすぎてビックリしてしまいました。日本ではこん
なこと体験できないからです。日本ももっとチャレ
ンジとかフレンドリーなとこを教えていくべきだと
思いました。いろんなことから逃げてばかりだと、
なにも得られないし、成長できません。そうやって
ＮＺの人は学校を楽しんで成長していくんだなと思
いました。
　ＮＺで日本のいいところを確認し、日本のだめな
ところも見つけることができました。
　それをこれから社会に出ていく時、活かしていっ
て社会に出たとき、成功できるようにしていきたい
です。

「NZで学んだこと」　佐賀中学校３年　浜中　音乃
　中学生生活最後の夏休みに、ＮＺに行かしてもら
いました。私の目標は、面接でも言った、「ＮＺの文
化を知る」ということと「友達を作る」ということで
した。
　ＮＺで一番楽しかったのは、やっぱりホームステ
イでした。すごく、会話の面で困らせたりしたと思
うけど、ずっと優しく接してくれて、本当にいい人
たちでした。たくさん気にかけてくれたり、話しか
けてくれたので、そのおかげで、ＮＺも楽しめたん
だと思います。ホームステイ中も、まったくホーム
シックにならなかったことが、本当に良かったと思
います。
　ラム肉のおいしさにも感動しました。ＮＺの文化
でもある、ハカはすごく迫力があって楽しかったで
す。
　何よりも、たくさん友達ができて、すごく世界が
広がりました。

「ＮＺ研修を終えて」 佐賀中学校３年　矢野　結愛
　私のＮＺ研修は、初体験のことがとても多かった
です。出発前は、自分がしゃべる英語が通じるか、
ホームステイ先で失礼なことをしてしまわないだろ
うかなど、不安なことがあったりして、情緒不安定
みたいになっていたけど、実際に行ってみると、大
して英語が通じなかったりもしなかったし、ホーム
ステイも気を使ってくれたりしてあまり困ったこと
はなかったので良かったです。
　マオリ村やスカイタワーなど、すごく良い体験も
できました。パスポートを見せるときや、荷物検査
でも焦ったりすることなくスムーズにいけて良かっ
たです。
　今回の研修で学んだことを活かして、受験にも活
用していきたいです。また、ＮＺを訪れて、友達を
たくさんつくりたいです。

「ＮＺ研修を通して」 佐賀中学校３年　山闢　　明
　私はこの研修を通して、いろいろな体験をするこ
とができました。海外の文化を自分の目で見て感じ
られたところは、とても貴重な経験になりました。
実際に見て、海外のイメージというものは一変した
し、日本の中の文化とは全然違っていることを実感
しました。
　そして今回、私は研修をして、本物の英語という
のを聞くこともできました。人々が日常会話で普通
に使っている英語を聞けて、とても身になりました。
　今回の研修を通して、私は文化の違いというもの
を実感したし、これからもっといろいろな国と日本
との違いを学びたいと思いました。
　そして、研修で学んだ実際の英語の発音や使い方
などを、これからも学校で勉強する英語と合わせて、
将来役立てていきたいです。

「違う文化で」　　　 佐賀中学校３年　山下　沙希
　ＮＺでは、たくさんの人たちと交流をすることが
できました。とても良い経験だったと思います。
　学校を訪問した時にはさまざまな違いに何度も戸
惑いました。おやつの時間があったり、ドッチボー
ルなどの遊びもまったく違いました。話しているこ
とばから違うのに、すぐに話しかけてくれた子や、
通るたびに「Ｈｉ」とあいさつをしてくれていつの間
にか友達もできていました。すごく楽しく過ごすこ
とができました。
　オークランドに着いた時から不安だらけでしたが、
大方の友達、学校の生徒、ホストファミリーの人た
ちと仲良くできて、たくさんのことを知れました。
ＮＺは違うことが多かったけど、黒潮町と同じよう
に自然豊かでした。違う文化、初めてのこと、いろ
いろな体験ができて、すごく良かったと思います。
これからの生活に活かせるよう、コミュニケーショ
ンなど、大切にしたいです。

「学生海外派遣事業」　大方中学校３年　池田　愛果
　私が海外派遣事業を通して感じたことは話してい
る言葉は違っても、心は通じるということです。
　他にもたくさんあったけど、私は特にこれを感じ
ました。
　私とホームステイ先や学校の人たちは、日本語と
英語という言葉の壁があったけど、向こうの人は私
に分かるようにゆっくり、ジェスチャーも入れて言
ってくれたりして、とても分かりやすかったです。
だから言葉は通じなくても嬉しい時、楽しい時、悲
しい時、いつでも顔を見れば分かるし、最初あった
時は不安だったけど帰る時にはその不安もまったく
無く、良い思い出がたくさん残せてとても良かった
です。国は違っていてもディスティニーはいつまで
も私の友達です。
　これを通してたくさんのことが学べました。
　本当に感謝しています。


